
 

資料９

                      平成 23 年 5 月 17 日 

                  「第 55 回国連婦人の地位委員会（CSW）等について聞く会」資料 

 
第 42 回国連統計委員会における 

ジェンダー統計プログラムレビューの概要 
       （平成 23 年 2 月 22 日～25 日、 於 米国国連本部） 
 
 
○第 42 回国連統計委員会にて、ジェンダー統計プログラムレビューが議題として取り上げられた。 

 
○北京行動綱領（第 4 回世界女性会議、1995 年）から 15 年が経過し、世界的に取組状況に沈滞

傾向がみられることを背景に、その活性化を図ることが目的。 

 
○ジェンダー統計推進に関する国連統計部のリーダーシップの強化等、今後のジェンダー統計推進

の方向性を決定。 

 
○我が国は、今後の推進の方向性について賛意を表するとともに、第 3 次男女共同参画基本計画に

おいて 82 の数値目標を設け、今後モニタリングを行っていくこと等を報告。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（参考） 

第 3 次男女共同参画基本計画 （平成 22 年 12 月 17 日閣議決定）ジェンダー統計関係部分抜粋 

第 2 分野 男女共同参画の視点に立った社会制度・慣行の見直し、意識の改革 

4 男女共同参画に関わる調査研究、情報の収集・整備・提供 

イ 調査や統計における男女別等統計（ジェンダー統計）の充実 

 

・男女の置かれた状況を客観的に把握できる統計の在り方について検討を行い、男女及び家族に関する

学習・調査・研究に資するための情報を含め、男女共同参画社会の形成に資する統計情報の収集・整

備・提供に努める。なお、統計情報の提供に当たっては、国民による分析、研究の利用を可能とする

ことに留意する。また、統計調査の設計、結果の表し方等について、男女共同参画の視点から点検し、

必要に応じて見直す。 （全府省） 

・統計情報について、可能な限り、男女別データを把握し、年齢別にも把握できるように努めるととも

に、都道府県別データについても公表に努める。また、男女共同参画に関わる重要な統計情報は国民

に分かりやすい形で公開し、周知を図る。さらに、研究者による男女共同参画に関するより高度な分

析を可能とするためにも、統計法（平成 19 年法律第 53 号）に基づく二次的利用を推進するとともに、

「公的統計の整備に関する基本的な計画」（平成 21 年 3 月 13 日閣議決定。以下「公的統計基本計画」

という。）において決定された統計データ・アーカイブの整備に係る検討と連携し、男女共同参画に

関するより高度な分析に活用できるような仕組みに関する検討を進める。 （内閣府、総務省、関係

府省） 

・各種の政府の計画における数値目標等についても、その達成状況を可能な限り男女別に示すよう努め

る。 （関係府省） 

 




